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Ⅰ. 2025年12月期 決算概要
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決算ハイライト

連結売上収益（継続事業）

連結営業利益（継続事業）

◼ 前期比7.9％増加の2,404億円となった

 ウクライナや中東情勢をはじめとする地政学リスクの高まり、インフレの継続、及び米国の関税政策などの懸念材料が
ある中で、世界経済は先行き不透明な状況が続いた。

 そのような中、産業機器事業において、主に中国や米国における需要が回復に向かったことなどにより増収となった。

◼ 前期比9.3％減少の144億円となった

 産業機器事業において、売上収益が増加した一方で、セールスミックスの悪化、米国の輸入関税の上昇、持分法適用会社
であるサミックTHKの当期損失に伴う持分法投資損失、新経営方針のもとに進めている構造改革に伴う費用、各種コストの
上昇など、様々なマイナス要因により減益となった。

◼ 2025年11月に修正した計画に対し、産業機器事業は、売上収益、営業利益ともに上回った（従来ベース*）

◼ 輸送機器事業の株式および債権譲渡に伴い、816億円の事業整理損失が発生した

ポイント

*従来ベース：連結業績から輸送機器事業であるTHK RHYTHMとTHK RHYTHM AUTOMOTIVEの合算値を差し引いて算出
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売上収益の推移

115,517 
134,660 

108,740 96,811 96,415 

56,369 

78,684 
88,384 

25,861 27,168 

49,014 

62,507 
69,839 

21,107 21,611 

68,662 

84,046 
59,919 

57,429 
71,188 

28,624 

33,789 

25,056 

21,527 
24,059 

※地域別売上高は

※ 所在地セグメントではなく海外売上高ベース

※ 業種別伸び率は1-12月の現地通貨ベース

351,939

2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12

1US$ 109.79 131.43 140.52 151.48 149.61

1EUR 129.85 138.03 151.95 163.81 169.00

1CNY 17.02 19.50 19.83 21.04 20.82

アジア他

地域別売上高と業種別伸び率

中国

欧州

米州

日本

対前年比
+11.8%

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

△11.0％

△8.8％

+2.2％

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

△1.0％

+7.6％

△5.0％

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

+8.4％

+20.5％

△17.7％

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

+26.8％

+24.9％

+30.5％

⚫ 台湾

⚫ シンガポール

⚫ インド

+40.5％

＋36.7％

+13.7％

対前年比
+24.0 %

対前年比
+2.4 %

対前年比
+5.1 %

対前年比
△0.4 %

318,188

393,687

222,737
240,444

継続事業
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(参考) 営業利益 増減要因

産業機器事業

168

-10

-70 -2

-31

96 151

-7
144

2024年度 2025年度△17億円

その他損益

変動費比率
の影響

固定費の増加

為替の影響

数量効果

*従来ベース：連結業績から輸送機器事業であるTHK RHYTHMとTHK RHYTHM AUTOMOTIVEの合算値を差し引いて算出

単位：億円 FY24 FY25

売上収益 2,166 2,333

営業利益 168 151

FY25

2,404

144

調整

*従来ベース 継続事業

2025年度

調整額

従来 新
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資産･負債/資本の状況

賃借対照表の変化

| 

|

| 前期比

10,439百万円

●百万円

+23,094百万円

188,624 

265,749 

284,367 

207,242 

負債

前期比
+29,619

◼ 親会社の所有者に帰属する当期利益

◼ 配当金の支払い

◼ 自己株式の取得・消却 

◼ 売却目的で保有する処分グループに
関連するその他の資本の構成要素 

◼ 有形固定資産

◼ のれん及び無形資産

◼ 流動負債

 営業債務及びその他の債務

 社債及び借入金

 売却目的で保有する資産に
直接関連する負債

◼ 非流動負債

| 前期比

| 前期比

| 前期比

| 前期比

| 前期比

+19,439百万円

△15,454百万円

+9,834百万円

+28,377百万円

+10,180百万円
流動資産

前期比
△42,436

資本

前期比
△124,045

非流動資産

前期比
△51,989

| 

|

|

|前期比

△69,891百万円

29,359百万円

35,982百万円

+14,142百万円

| 前期比

| 前期比

△40,881百万円

△6,010百万円

◼ 現金及び預金

 営業CF

 投資CF

 財務CF

 換算差額

◼ 営業債権及びその他の債権

◼ 棚卸資産

◼ 売却目的で保有する資産

| 前期比

|

| 

| 

| 

| 前期比

| 前期比

| 前期比

△28,285百万円

42,748百万円

△19,798百万円

△42,055百万円

1,346百万円

△17,945百万円

△26,483百万円

+36,126百万円

総資産 472,992百万円
前期比 △94,426 百万円
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Ⅱ. 新経営方針 「ROE10%超の早期実現」の進捗
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新たなPMVVの策定

8

持続的な企業価値向上に向け、Mission、Valueを刷新
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2.8％ 10％超

株主還元

• 配当方針：DOE 8％ + 機動的な自己株式取得

173億円
144億円

3,836
億円

営
業
利
益

自
己
資
本

現在・構造改革期間
 (FY2025～26)

成長ステージ
 (FY2027～29)

R
O
E

3,000
億円

＋α

安定成長ステージ
 (FY2030～)

400億円
超

当期純利益
300億円に

必要な営業利益

構造改革前 
(FY2024)

+α

ROE10%超に
必要な営業利益
400億円を
自助努力の改革に
より達成

M&Aなど追加的要素による
更なるROE上昇の可能性

産業機器事業における“構造改革”：200億円超

• 安定的な高収益構造の構築

株主還元

• 自己資本を鑑みながら
適切な株主還元の実施

輸送機器事業における “選択と集中”

• 聖域なき事業の見直し

資本政策方針 (BSのスリム化)

• 早期に現預金残高をネットニュートラル水準まで引き下げる

• 純有利子負債の水準はEBITDAの1～2倍程度まで許容する

当面の必要自己資本の
水準を3,000億円程度
と設定

成長分野における増益：+α

• 成長投資、M&Aの実施

1

2

3

4

“ROE10％超”への道筋

コーポレートガバナンスの進化

• モニタリング体制の深化

５

さらなる成長投資と
連続的な成長による
利益向上

適正と考えられる
自己資本水準の維持

10％超からの維持・
向上を前提に目標
を設定

FY2027～29
目標

9

FY2025
(2025/12期) 実績

FY2024
(2024/12期) 実績



Copyright THK CO., LTD. 2026. All rights reserved. |

輸送機器事業における “選択と集中”

10

1

「あらゆる選択肢・可能性を排除しない」方針のもと、段階的に”選択と集中”を実行し、完遂

2017

2018

リカバリープラン開始

2019

減損損失計上

減損損失計上

“選択と集中”を発表

これまでの経緯

2020

2021

2022

2023

2024

2025

2026

営
業
損
失

実施内容

“選択と集中”の実行構
造
改
革

黒
字
転
換

営
業
損
失

“選択と集中”の完遂

輸送機器事業の譲渡決定をもって、
“選択と集中”を完遂

聖域なき構造改革の実行

◼ 当社に期待される資本コストと投下資本利益率 (ROIC) を厳しく
精査する中で、事業を譲渡することが相応しいと判断

◼ THKリズム株式会社を傘下に置くTRAホールディングス株式会社
含む輸送機器事業を営むすべてに関して、譲渡契約を締結

実行に至った経緯
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変動費 : 144億円積上固定費 : 60億円積上

FY2027～2029目標
（産業機器事業）

産業機器事業における “構造改革”2

1111

高収益構造の構築へ向け、リカバリ施策を織り交ぜながら各施策を推進

FY2024実績
（産業機器事業） 外部専門家の支援のもとPDCAを回しながら、適宜適切な施策に切り替えていく

*1 : 成り行き積上げ額：経営方針発表時のFY2025の増減見込額 ＋ FY2027～FY2029は売上高成長率 年2％平均、労務費・人件費 年4％強平均で増加する前提で試算

400
億円

168
億円

成り行き
積上げ額*1

+27
販売

+1

生産

+39

その他

+21

販売

+45

生産

+96

その他

+3

• 販売拠点の再編

• 自働化による人員最適化

• 生産体制の最適化 など

• IT導入による業務効率化

• 人員最適化 など

• 販売価格の適正化

• 新規分野の収益改善 など

• 材料・部品購入価格最適化

• 内外製の見直し

• 物流業務の最適化 など

リカバリ効果見込み

• さらなる人員最適化の加速 21億円

• 間接費削減WGによる効果 15億円

• 物流コストの更なる削減   2億円

不足リスク*2

▲38
リカバリ
+38

1

成長分野
M&A

+65

成長投資による
収益余地分

FY2026の効果見込み（FY2024比）

•固定費 4億円

•変動費 39億円

2

3

目標達成に対する
不足リスクを認識

リカバリ施策を
随時実施予定

5

4

※端数処理の関係で
合計数値が合わない
場合があります

*2 : FY2025の一過性のマイナス要因と数量効果のマイナス効果を除く
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◼ 取組み施策を洗い出し・実行
(総数78件)

• 各施策の実行により、削減
効果を着実に積み上げ

• 一部は方針検討中

産業機器事業における “構造改革”2

1212

施策効果の発現を確認する一方、構造改革を一層加速させるため、2026年に追加施策の実施を決定

進行中
約77%

方針検討中
約23%

FY2025末時点での進捗状況と取組み実績 FY2026の想定取組み事項

✓ 既存取組施策の徹底、モニタリング強化

✓ 新規施策の追加 (物流部門最適化、
全社展開施策の拡大など)

リカバリ施策 (FY2026開始分)

構造改革を
加速させるため、更なる
打ち手が必要と判断

固
定
費

販売 ✓ 順次対応を開始

✓ 全世界の拠点を対象に、生産品目および生産最適地の見直し生産

✓ 人員最適化計画の策定その他

変
動
費

販売 ✓ 市場環境およびコスト動向を踏まえ、販売価格の適正化を実施

✓ 部材の計画的な集約発注、内外製・加工工程の見直し、物流
コスト削減。加えて従前からの施策について、実施の徹底および
深化をしながらモニタリング体制を強化

生産

✓ グループ会社との協業強化・新規分野の収益拡大その他

1

2

3

4

5

6

✓ FY25の実施内容を継続

✓ 取り組みを継続し、順次実行を予定

✓ 策定した施策の実行により人員配置の効率化および人員増加を抑制

✓ 持続的な収益性確保に向け、販売価格の適正化の地域・対象を拡
大して実施

✓ 生産プロセス・業務フローの抜本的見直し、使用部材のさらなるコストダ
ウン

✓ FY25の実施内容を継続

～FY2029

(1件)

(10件)

(2件)

(4件)

(59件)

(2件)

+200億円
以上

効果
見込み額

施策
件数

+1億円

+39億円

+21億円

+45億円

+96億円

+3億円

1

2

3

4

5

6

※件数ベース
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従業員のやりがいを重視し、人的資本を最大化させる取り組みを継続的に実施

2 産業機器事業における “構造改革”

FY2025まで FY2026以降

PMVV
◼持続的な企業価値向上に向け、

Mission、Valueを刷新

報酬制度

◼役員報酬制度の見直し

◼従業員持ち株会員への
株式付与

◼業績に連動した賞与ファンド
の見直し

人事制度
◼人事評価フィードバックの強化

◼評価プロセスの透明性の向上

PMVV ◼ PMVVの浸透・共感活動を実施

報酬制度
◼従業員報酬についてメリハリを重
視した新制度へ移行

人事制度

◼人事評価制度の改定

◼キャリアパスの明確化

◼エンゲージメントサーベイによる従
業員満足度把握・向上策の実
施

◼ タレントマネジメント導入による
従業員スキルの向上

頑張った人が
より報われる会社へ

人的資本に関する取組み
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3 成長分野における増益：成長戦略

サステナビリティ・ESG

ビジョン

ものづくり

サービス業

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
変
革

ビジネス領域の拡大

”ころがる・つながる技術”で
ものづくりの世界を革新していく

ミッション
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「売って、創って、作って」の
サイクルを高速回転させ、

トップライン拡大と収益性向上

機動性の高いチーム組成を追求

「売って、創って、作って」のビジネスサイクルを一層加速させるため、顧客ニーズへ迅速に対応可能な体制を構築

3 成長分野における増益：機械要素部品ビジネス

2025年2月公表資料より “強くすべきところ：機械要素部品ビジネス”
組織変更により、ニーズを捉えた企画から開発を実現

◼ グローバルの最
先端分野におけ
る顧客ニーズの
発掘と、反映の
仕組みを構築

企画及び開発
件数が大幅に
増加する見込

ニーズの発掘

1. 開発項目検討と優先順位決定方法の再設計

収益性の高い製品ポートフォリオの構築に向けて

2. 試作加工 (製品化) 環境の充実により、開発期間を
1/3への短縮を目標に設定

2026年は前年比2倍以上の製品数を上市予定

3. 開発テーマ審査会議の定例化

顧客の声・困りごとへ迅速に対応 (過去5年平均比、
30倍以上の件数)

開発期間の短縮

1. 重点7分野におけるタスクフォースの
強化と深耕

2. グローカル意見交換会の開催

業界・地域ごとのニーズに対して、
きめ細かな対応が可能に

タスクフォースの強化

売って

創って作って

高精度 高耐久性

高剛性
特殊環境
対応性

15
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成長分野における増益： FAソリューションビジネスの成長3

「製造現場の革新」に貢献することに拘り、最先端技術の時代にあっても、持続的な成長を実現

３つの要素の掛け合わせにより、高付加価値の製品・ソリューションを提供

①
機械要素部品（メカ）

②
メカトロ・モジュール

③
IoT・AI

・LMガイドなど

・アクチュエータ
・各種モジュール

・OMNIedge
マシンビルダーに加え、より広範な
マシンユーザーのニーズに対応

期待される市場

マシンユーザー
（生産技術・SIer）

付
加
価
値
最
大
化

マシンビルダー

工程間搬送

次世代リニア搬送システム
VTS

装置内駆動アクチュエータ

工程最適型ロボット
PPRシリーズ

電動
アクチュエータ

ライン間搬送

次世代搬送ロボット
SIGNAS

メカトロ・モジュール Lineup IoTサービス（OMNIedge) Lineup
◼ 部品予兆検知AIソリューション

✓ 直動部品用 

✓ 回転部品用

◼ 工具監視AIソリューション

◼ スキル監視AIソリューション

◼ メンテナンス統合管理システム

◼ GX (グリーントランスフォーメーション) ソリューション
※ エネルギー使用量の見える化

工場生産の自働化・高度化へ、フィジカルAIをリード
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企業価値向上の基盤となるガバナンス体制の整備など、取り組みを着実に実行

サステナブルな企業価値創造に向けた取り組み事項

コーポレートガバナンスの強化
５

17

2025年度 取り組み状況

✓ 価値観の明確化・共有を目的に見直し (今後は浸透策の実施を予定)

✓ 監督機能強化・多様性確保のため、社外取締役比率および女性取締役比率を引き上げ

✓ 第三者機関に委託しガバナンス改善の成果を確認 (課題認識・対応方針も合わせて公表)

✓ 新制度を設計中 (KPIへの”業績へのコミットメント”の追加、業績およびROE連動報酬・株式
報酬の割合増加など)

✓ 企業価値の持続的向上を目指し、見直し

PMVV

取締役会構成

取締役会実効性
評価

役員報酬制度

スキルマトリックス

✓ 「人的資本」「研修体制・実績」「人財マネジメント」を公開 (統合報告書など)

✓ 教育体制を整備、デジタル人財研修の受講結果を公開

✓ 具体的方針を公表 (コーポレートガバナンス報告書)サクセッションプラン

人財

✓ Scope1-2・TCFD対応状況、環境方針・CO2削減への取り組みを開示 (統合報告書など)

✓ 今後の開示内容拡充について鋭意検討中
サステナビリティ

p.8

p.18

p.19

基本方針

コーポレート
ガバナンスの
強化

土台の強化

未来への投資
(仕込み)
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ガバナンス高度化を企図し、社外取締役比率および女性取締役比率を向上。各委員会も社外取締役を中心に構成

2024年度◼ 取締役会データ (2025年度)

氏名
監査等
委員会

指名諮問
委員会

報酬諮問
委員会

寺町 崇史 5/5 2/2

日置 政克 13/13 5/5

大村 富俊 13/13

上田 良樹 13/13 2/2

甲斐 順子 1/1

川﨑 博子 4/4

社外取締役比率 100％ 66.7％ 66.7％

コーポレートガバナンス体制と委員会構成

現在の委員長 委員 (出席回数/開催回数) ※2025年度実績C M

M

M

C

M

C

M

C

MM

コーポレートガバナンスの強化
５

社内取締役

社外取締役

コーポレートガバナンス体制 委員会構成

18

11名

取
締
役
会

3名

監査等委員会

監査・監督

3名

指名諮問委員会

答申

3名

報酬諮問委員会

答申

女性取締役
比率

社外取締役
比率

開催回数 16回/年

取締役
出席率

100% (全員)

：社内取締役 ：社外取締役

女性

取締役CFO
執行役員

中根 建治

上田 良樹

取締役
副社長

今野 宏

取締役
専務執行役員

槇 信之

日置 政克甲斐 順子

寺町 彰博

代表取締役
会長

取締役
専務執行役員

木下 直樹

大村 富俊

川﨑 博子

寺町 崇史

代表取締役
社長CEO

18.1%

(2名/11名)

45.5%

(5名/11名)

100% 66.7% 66.7%
8.3%

41.7%
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経営方針および持続的な企業価値向上の実現という観点に立ち、取締役に求められる8つのスキルを選定

当社の企業価値の持続的な成長を推進するために必要な取締役の新スキル

コーポレートガバナンスの強化
５

19

スキル項目 選定理由

企業経営

グローバルビジネス

コーポレートファイナンス

開発・生産・
イノベーション

IT・デジタル

人事・人財・企業文化

法務・リスク・ガバナンス

サステナビリティ

経営方針 (ROE10％超の早期実現) の達成に向けて当社を取り巻く環境が激変する中でメガトレンドを的
確に捉えつつ、持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現するにあたり、豊富な経営経験 (営業・
マーケティングを含む) が不可欠であるため

グローバル展開を加速するため、地域特性および市場特性に合わせた製品・サービスを提供するにあたり、事
業展開地域や業界等に関する知識・経験 (営業・マーケティングを含む) が不可欠であるため

経営方針 (ROE10％超の早期実現) の達成に向けて資本効率を重視した経営を実践すべく、規律性の
高い成長投資、適切な資金調達や株主還元などのバランスシートマネジメントを実行するにあたり、財務・会
計・コーポレートファイナンスに関する知識・経験が不可欠であるため

創造開発型企業として独創的な製品・サービスを開発し、また独自の生産技術を生み出し続けるにあたり、
開発・生産・イノベーションに関する知識・経験が不可欠であるため

IT環境の強化およびDXの推進により業務効率化を実現するとともに、事業に革新をもたらし新たな価値を
創造するにあたり、IT・デジタルに関する知識・経験が不可欠であるため

「強くすべきところは徹底的に強くし 変えるべきところは勇気をもって変えていく」という考え方のもと、伝統を次
世代に受け継ぎつつ、新たな挑戦を促す企業文化を醸成し、多様な人財が活躍できる環境を整備するにあ
たり、人事・人財・企業文化に関する知識・経験が不可欠であるため

グローバル展開および新規分野への展開を積極的に進めるため、企業活動の根幹である法令遵守とコーポ
レートガバナンスの強化を図るとともに、積極的なリスクマネジメントを行うにあたり、法務・リスク・ガバナンスに
関する知識・経験が不可欠であるため

企業活動全体を通じて、環境および社会課題へ対応し、企業価値の向上と持続可能で豊かな社会作りの
両立を実現するにあたり、サステナビリティに関する知識・経験が不可欠であるため

#

1

2

3

4

5

6

7

8
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Ⅲ. 2026年12月期 業績予想
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地域別受注状況

産業機器事業

THK日本*1,2

THK America, 
Inc.*2

THK Europe*2

THK (CHINA) 
CO., LTD. + 
THK 
(SHANGHAI)*2

THK 
TAIWAN*2

18.4 18.0 18.5 19.2 19.8 22.1 22.4 21.3 19.9 22.0 21.3 23.8 

(43.7)(41.5)(32.7)(15.2) 7.7 
22.7 21.1 11.0 0.9 

(0.6) (4.8)
11.6 

0

10

20

30

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2023 2024 2025

38 34 34 32 
42 42 46 44 49 49 48 52 

(40.2)
(39.2)(40.6)(20.0)

12.2 24.9 
36.8 39.1 15.1 16.8 4.6 17.8 

0

20

40

60

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2023 2024 2025

39 29 
30 29 31 29 27 26 

32 33 32 35 

(28.2)

(40.1) (8.0) (15.8) (21.2) (0.1) (8.6) (9.5)
4.1 12.0 19.0 34.9 

0

10

20

30

40

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2023 2024 2025

565 523 365 499 655 

895 
602 625 

963 

1,214 

802 
1,006 

(43.6)(45.9)
(44.2)

4.5 
15.9 

71.0 

65.2 25.4 

47.0 

35.7 

33.1 

60.9 

0

400

800

1,200

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2023 2024 2025

178 191 
166 168 201 185 

267 
324 323 309 310 294 

(64.8) (39.3)
(22.8) 3.9 

12.8 (2.9)

60.7 
92.8 60.5 66.7 16.5 (9.3)

0

100

200

300

400

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2023 2024 2025

*1 : 輸出除く
*2 : 前年同期比。単位はTHK日本 10億円、THK America, Inc. 100万ドル、THK Europe 100万ユーロ、
  THK (CHINA) CO., LTD. + THK (SHANGHAI) 100万元、THK TAIWAN 100万台湾ドル



Copyright THK CO., LTD. 2026. All rights reserved. | 22

利益計画

連結

2026/12(計画） 2025/12 2024/12

売上収益 260,000 240,444 222,737

前期比 +8.1% +7.9% -

営業利益 26,000 14,436 15,923

前期比 +80.1% △9.3% -

税引前利益 26,500 15,746 17,870

前期比 +68.3% -11.9% -

親会社の所有者に
帰属する当期利益

21,500 △69,891 10,439

前期比 - - -

ROE 8.2% △21.7% 2.8%

（百万円）
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利益計画

単独 （百万円）

2026/12(計画) 2025/12 2024/12

売上高 158,000 145,070 144,737

前期比 +8.9％ +0.2％ +0.4％

うち日本 95,000 86,032 88,405

前期比 +10.4％ △2.7％ △0.8％

営業利益 7,100 4,235 4,121

前期比 +67.6％ +2.8％ △42.3％

経常利益 14,900 45,103 18,020

前期比 △67.0％ +150.3％ +13.3％

当期純利益 13,400 △24,701 15,495

前期比 - - ＋18.9％
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(参考) FY2026計画（前年度比）の補足

単位：億円 FY25 FY26（E） 増収増益額

売上収益 2,404 2,600 +196

営業利益 144 260 +116

※売上収益への為替影響額：＋約30億円

未実現利益の消去額 +6

為替の影響額 +15

持分法投資損失（FY25）の解消 +16

インドの子会社の過年度決算修正（FY25）の解消 +3

増益額に含まれる主な特殊要因

ポイント：主に数量効果による増益
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売上原価および販管費の推移

23,495 26,095 27,560 24,603 25,578 

3,639 
3,960 4,122 

2,938 3,071 

6,159 
8,210 5,610 

5,278 5,156 
5,136 

5,887 5,690 
6,335 5,772 

12,557 

14,836 15,975 
14,484 14,761 

238,434 
288,398 270,308 

154,487 169,949 

74.9% 73.3% 76.8%
69.4% 70.7%

2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12

百万円

売上原価率

売上収益
販管費比率

その他

研究開発費

荷造運搬費

減価償却費

人件費

輸送機器事業の譲渡により減少

売上原価

販管費
16.0% 15.0%

16.8%

24.1% 22.6%

50,988
百万円

58,991 58,958

2021/12 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12

53,639 54,341

輸送機器事業の譲渡により減少
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【補足資料】受注高・売上高・受注残高の推移 (単独：日本)
（100万円）

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

受注高 42,223 32,488 25,037 17,808 15,514 14,293 14,221 14,626 16,835 15,225 14,617 19,416 25,314 32,243 34,127 34,376 32,626 30,777 27,446 22,609 18,361 18,018 18,481 19,174 19,768 22,109 22,374 21,289 19,936 21,974 21,294 23,765

売上高 29,568 33,286 31,114 32,930 26,571 24,851 21,186 20,190 17,511 17,687 15,501 19,118 20,881 24,715 25,427 28,612 28,236 30,817 28,789 29,729 25,468 22,661 19,577 21,413 20,028 22,387 22,048 23,941 20,703 20,689 21,710 22,928

受注残 72,886 72,087 66,010 50,888 39,831 29,273 22,307 16,744 16,067 13,605 12,722 13,020 17,453 24,981 33,681 39,444 43,835 43,794 42,451 35,331 28,224 23,581 22,484 20,245 19,984 19,706 20,032 17,380 16,613 17,898 17,482 18,319

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

受注高

売上高

受注残
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【補足資料】業種別受注高の推移 (単独)

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

工作機械 5,976 5,534 4,139 2,489 1,737 1,355 1,324 1,138 1,260 1,350 1,301 2,217 3,123 4,659 4,373 4,515 4,539 3,933 4,033 3,125 2,336 2,085 1,977 1,969 2,238 2,532 2,774 2,641 2,627 2,797 3,060 3,646

一般機械 7,193 6,021 5,130 3,391 2,485 2,287 2,431 2,482 3,024 2,659 2,891 3,706 5,249 6,175 6,915 6,587 6,210 5,458 4,812 3,313 2,783 2,547 2,489 2,675 3,036 3,518 3,769 3,533 3,886 4,347 4,009 4,011

エレクトロニクス 8,967 5,425 4,575 2,618 2,793 2,717 2,542 2,950 4,601 4,067 3,369 4,472 5,337 7,230 8,739 8,956 7,773 7,762 7,198 5,553 4,290 4,597 4,497 5,388 5,226 5,436 5,166 5,093 4,043 4,660 4,536 5,441

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

工作機械

一般機械

エレクトロニクス

（100万円）
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